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7(7,i)-去 ㌔ d37 ′JTdt′プ(7,日
p(7,i)-忘 IBd37,JTdt′p(フ′,t′)
このときBとTは次の関係を満す｡
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♂-Oの極限(即ちB(p*)-Ⅰ を満す 〆 )では
で 1-B(oo)/B(p*) 7(oo)




k …6/00, C≡ n/0.2,D…
aoBJ(p) -0.2Bn(p)
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(0-p)n dnB(p) n(nl,､_ dnB(,a)
B(n)(p)=
n n･T do n u ＼｢′ dpn





















(2) 最も容易に観測される場合は (I-ji)で,点線と∫-1の実線の間に存在する曲線であ り,
一種のcrossoverの振舞を表わす｡
(3) ∫-1の曲線が普通に観測できる典型的な振舞と考えられる｡
(4) ∫ -2,3,-,-の振舞とそれらの間の crossoverの振舞は系のmodesを表わす特徴的
な物理的なパラメータの数に依存して現われるが,それらの振舞を観測できる条件はそれ相
応の難しさを伴 う｡
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